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•  脱炭素化のためには、対策技術の明示、技術導入の効果の定量
化、求められる削減水準に応じた選択肢を明確化が重要です。

• 省エネルギーやエネルギー管理のポテンシャルは大きいです
が、総体をとらえるのは難しい。これを実現するために、民生
家庭・業務部門を対象として、コンピュータ上でエネルギー需
要が形成される構造を再現し、技術選択や人の行動のモデリン
グを含め、エネルギー需要を推計するモデルを開発しています。

• 省エネルギー、再生可能エネルギー、電化、電気自動車等主要
技術を含めた脱炭素シナリオを開発しています。

脱炭素化、エネルギー政策

脱炭素化のための
民生部門エネルギー需要モデル開発
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＃脱炭素化 ＃エネルギー需要シミュレーション ＃技術選択 ＃人行動
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•  エネルギー需要と供給の両面から、カーボンニュートラル
実現に向けた技術開発、およびその実用的貢献を目指した
研究に取り組んでいます

• 配電網の電気的挙動と交通網の車両ダイナミクスを精微に
再現する “ 電力×交通セクターカップリングモデル “ を構築
しています

• 太陽光発電や電気自動車等の分散型エネルギー資源の大量
導入を実現するスマートグリッドの構築、電力品質維持や配
電網の脱炭素化に向けたエネルギーマネジメントシステム
の開発を通じて、持続可能な社会の構築を目指しています

電力工学、都市計画、スマートシティ

分散型エネルギー資源の導入拡大を実現する
配電系統安定化技術
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＃スマートグリッド ＃太陽光発電 ＃電気自動車 ＃分散型エネルギー資源
＃エネルギーマネジメントシステム
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